
 

 

【報道関係各位】 

2017年 8月 8日 

一般財団法人 日本気象協会 

 

 2017年のお盆期間は北涼・西暑！  

～東日本以西では暑さが続くため体調管理にご注意を～ 
 

 一般財団法人 日本気象協会（本社：東京都豊島区、会長：石川 裕己、以下「日本気象協会」）は、

最新の 10日間予報を元にした 2017年のお盆期間［8月 11日（金）から 16日（水）］の天気に関する

情報を発表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

西日本を中心に厳しい暑さが続いています。お盆期間中は、湿った空気の影響で雲が広がりますが

気温が高く蒸し暑い日が多いでしょう。気温の上昇や湿った空気の影響で山沿いを中心に夕立があり

そうです。天気の急変にはご注意ください。 

一方、湿った海風の入る北日本の太平洋側では、次第に気温が下がるでしょう。暑い地方から北日

釧　路 19 19 20 20 21 21

札　幌 25 25 26 26 25 25

函　館 25 25 26 26 23 18

秋　田 30 29 29 29 28 22

仙　台 28 27 26 25 23 24

宇都宮 32 31 31 29 28 29

東　京 32 32 31 30 29 28

長　野 32 30 32 31 29 32

新　潟 31 30 30 30 29 28

金　沢 32 31 31 31 31 31

東　海 名古屋 35 35 34 32 30 33

京　都 35 34 34 33 31 31

大　阪 35 35 35 33 31 32

広　島 34 34 34 33 32 31

松　江 32 32 32 32 32 30

高　松 35 35 34 33 32 30

高　知 34 34 33 32 32 30

福　岡 34 34 34 33 33 30

鹿児島 34 34 34 33 33 31

那　覇 33 33 32 33 33 32
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◇2017年のお盆期間の天気傾向 

⚫ 湿った空気が入りやすく雲の多い天気となる 

⚫ 西日本を中心に暑い日が続くが 14日（月）以降は暑さが次第に和らぎ、東日本以北の太平洋側 

では平年より低いところがある 

⚫  



 
 

 
 

本の太平洋側へ旅行する際は、上着が一枚あると安心です。 

 

8月は台風の発生が 1年で一番多い月です。台風が離れたところにあっても、高波や大雨となること

があります。最新の気象情報にて台風の影響を確認してからレジャーをお楽しみください。 

 

 

【各地域の天候のポイント】 

◇北海道・東北（北日本） 

・太平洋側では平年より気温が低いでしょう。 

・北海道では天気は数日おきに変わるでしょう。 

・東北地方の太平洋側では湿った空気が入るため曇りでしょう。冷たい海風が吹き込む太平洋側

では気温が低いでしょう。日本海側は期間の中頃は晴れ間が出るでしょう。 

 

◇関東～九州（東・西日本） 

・湿った空気の影響で雲が多いでしょう。湿度が高く蒸し暑いので、屋外はもちろん屋内での熱

中症にも注意しましょう。高齢者の方は特にご注意ください。 

・関東地方では 14日（月）以降は暑さが和らぐ見込みです。 

・気温の上昇や湿った空気の影響で大気の状態が不安定となるため、山沿いを中心に急な激しい

雨や雷雨などの天気の急変に注意が必要です。 

 

◇奄美・沖縄（南西諸島） 

・夏の高気圧に覆われて晴れて暑い日が続くでしょう。 

・台風情報を毎日チェックしましょう。 

 

 

 

 

 

本情報は 2017年 8月 8日時点の予測資料から作成したものです。最新の気象情報は 

日本気象協会の天気予報専門サイト「tenki.jp」http://www.tenki.jp/ でご確認ください。 
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